
道営住宅整備活用計画（道営住宅長寿命化計画） 

 

１ 計画の目的と位置づけ 

  「北海道住生活基本計画」、「道営住宅整備活用方針」に基づき、道営住宅の管理戸数の適正化と長期的な視

点に立った維持管理の考え方を定め、ストックの経過年数などに応じた適切な活用を図ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 道営住宅のストックの状況（令和元年度末時点） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅政策の目標、推進方針、公営住宅の役割、供給のあり方、計画期間内に

おける公営住宅の供給の目標量を定めたもの 

道営住宅の整備及び活用に関する基本的な考え方を定めたもの 

道営住宅の整備及び活用に関する具体的な考え方を定めたもの 

北海道住生活基本計画 

道営住宅整備活用方針 

道営住宅整備活用計画（道営住宅長寿命化計画） 

【計画期間：R12まで】 
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３ 整備及び活用の考え 

（１）整備活用手法の選定 

 

 


